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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名    江東区立八名川小学校                     

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒１３５－００２５     

       東京都江東区新大橋３－１－１５                              

  E-mail  t-tejima@koto-edu.jp                      

  Website  http://www.koto.ed.jp/yanagawa-sho/                     

  児童生徒数  １８７名   女子 １８１名  合計 ３６８名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  ■ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

■ 気候変動  

■ 生物多様性 

■ エネルギー 

■ 防災 

■ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（ ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

２／２３ 

  ～２７ 

２／２７ 

 

 

 

３／２６ 

 

４／１６  

４／２０ 

 

４／２６ 

 

５／ ７ 

 

５／２０ 

５／２８ 

 

 

６／ １ 

 

６／ ３ 

６／ ９ 

６／１２ 

６／１５ 

 

６／２９ 

７／ ３ 

 

７／ ８ 

７／１５ 

 

７／２１ 

８／１８ 

～１９ 

９／ ２ 

 

９／１２ 

９／１４ 

９／１５ 

９／１７ 

１０／１６  

 

１１／  ９ 

 

 

インドネシア共和国 グリーンスクール・スメダン教育視察団来校受入れ  

姉妹校提携 

『ＥＳＤパワーアップ交流会』を開催 

全国から９校の事例の発表（９０名参加） 

 東京大学大学院教育学博士  北村友人先生 講演 

   「２１世紀の日本の教育を考える」 

日本ユネスコ国内委員会ＥＳＤ特別委員会に参加 資料提供と提言 

（４／１、５／１８、６／６、７／２４） 

プラスエムＥＳＤシンポジウムにパネリスト派遣、事例提供 

校内研究会 講師 目白大学人間学部長 多田孝志先生 【通年講師】 

「２１世紀に求められる教育とは～対話の視点から～」 

「持続可能な開発のための教育１０年」推進会議にて 

    「岡山宣言を活かすＥＳＤの推進」について提言 

板橋区立志村小学校 校内研究会に講師派遣 

「ＥＳＤの視点に立った算数教育」 

芝浦工業大学より学生６名来校「ＥＳＤ研修会」として温暖化模擬授業に参加 

江東区温暖化対策課と連携授業実施「カーボンマイナス子どもアクション」５年 

日本ユネスコ国内委員会が「ユネスコ／日本ＥＳＤ賞」の日本代表事例として 

本校実践を推薦 

マレーシア９街区小学校より、児童１１名を含む１７名の視察団の来校受け入れ 

６年と交流 

目黒区立五本木小学校に講師派遣 「学びに火をつける指導のあり方」 

東大和市議会議員によるＥＳＤ視察受け入れ 

ＥＳＤ円卓会議に委員派遣 

校内研究会 ２年 生活科・国語「町のひみつを教えたい」講師 多田孝志先生 

滋賀県立大学人間文化部教授によるＥＳＤ訪問受け入れ 

ユネスコアジア文化センターより来校「ＥＳＤの推進について」 

高崎市立六郷小学校校内研究会に講師派遣 

「学ぶ心に火をつけろ！ＥＳＤの視点に立った問題解決的な学習の進め方」 

校内研究会 ３年 理科「ゴムや風でものを動かそう」 

大垣市教育委員会・大垣ユネスコ協会主催 ＥＳＤ校長研修会 

「ＥＳＤで変わる学びの未来」 

福島県只見町立旭小学校よりＥＳＤ研修受け入れ 

海洋教育研修会（本校会場）にて、ＣＯ２削減に向けた事例発表 

参加者約３０名とＥＳＤ交流 

インドネシアユネスコ国内委員会事務総長イブ・ノル様、インドネシア文部科学省 

イブ・サンティ様の来校を受け入れ ＥＳＤカレンダーの活用について交流 

文部科学省・福岡教育大学主催による「ＥＳＤセミナーin福岡」に講師派遣 

校内研究会 図工「ペーパーつむつむ」 講師 多田孝志先生 

大阪から来校訪問を受け入れ 資料を提供 

校内研究会 １年 算数「どちらがおおい」 講師 多田孝志先生 

スウェーデンウプサラ大学 Staffan Svanberg 氏の訪問を受け入れ  

４年生のえこっくる江東の見学に同行し、区の温暖化対策課長等と意見交換を行う。 

深川江戸資料館にて、６年生が子ども解説員として深川の歴史を語る。東京都教育 

委員会指導主事をはじめ、多様な参観者が来館。深川小学校５年生やＫ－インター 

ナショナルスクールからもそれぞれ５０名程が来館し、参観・交流が進む。 
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また、姉妹校であるグリーンスクール・スメダンでも、インドネシアの ESDを推進すること

ができた。 
 

 

 

１１／１２ 

１１／１３  

１１／２０ 

１１／２７ 

１１／２７ 

  ～２８ 

１２／ ４ 

１２／ ５ 

 

 

１２／ ８ 

１２／１４ 

 

１／２６ 

 

 

 

１／２７ 

 

１／３０ 

２／ ６ 

 

 

 

 

２／１０ 

２／１６ 

 ～１７ 

２／２５ 

当日の様子は教育新聞の記事として広報される。 

「低炭素杯 2016」でファイナリスト賞を受賞５年「私達の手で地球温暖化をふせごう」 

校内研究会 ４年 総合「ごみとわたしたち」 

広島県ユネスコスクール連絡協議会に講師派遣 

ユネスコスクール深川第一中学校の校内研究会に参加し実践交流する。 

展覧会に姉妹校であるインドネシアのアルヒダヤ・グリーンスクールのコーナーを設

け、 

児童の様子や作品等を写真展示する。 

ユネスコスクール全国大会プレイベントに参加 

ユネスコスクール全国大会にて事例発表する。 

   「ユネスコスクールにおける学校経営のあり方」 

校内研究会 ６年 社会・総合「私たちの願いを実現する政治」講師 多田孝志先生 

校内研究会 ５年 社会・総合「これからの工業生産とわたしたち」 

 講師 聖心女子大学教授 永田佳之先生 

『八名川まつり』を開催 全校児童によるＥＳＤ学習発表会に、近隣の幼稚園・保育

園、インターナショナルスクールや地域住民、新居浜市教育委員会をはじめ、島根県

太田市仁摩小学校、福岡教育大学、五井平和財団など、教育行政、大学教授、教員、

研究者など多くのＥＳＤ関係者が来校。 

東広島市立入野小学校で開催される環境省「平成２７年度ＥＳＤ環境プログラム実証

等事業に係る研修会」に講師派遣 

ユネスコスクール・ネットワーク会議に参加 

『ＥＳＤパワーアップ交流会』を開催、南九州大学・愛知県あま市立甚目寺小・大牟田

市立吉野小の事例発表、大垣ユネスコ協会、広島県江田島市立三高中学校、武庫川女

子大学、聖徳大学、青山学院大学、北九州市立鞘ヶ谷小、天沼小、済美小、聖徳学園

中学高等学校宮崎県綾市立綾小、などの学校や、ジャーナリスト、ＥＳＤ関係者が参

加 

宮崎県五ヶ瀬町立坂本小学校から視察受け入れ 

「低炭素杯 2016」でファイナリストとして参加 ５年 

 

三重県名張市立薦原小学校 校内研究会に講師派遣 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


